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研究成果の概要（和文）：動物学者は研究の現場で動物にどのように接するのであろうか？それを明らかにする
ために、野外において動物学者の行動を観察するだけなく、どのような意識をもっているのか／どのように研究
を遂行してきたのかについて（動物を除いた関係者に）インタビュー調査が必要となる。その結果、インタビュ
ーからの答えにより研究者の行動が完全に明らかになるのではなく、実際に現場で観察し、また先行研究を通し
て指摘されている事柄との検証を通して研究者集団の歴史的、文化的、社会的差異に研究者は気付いた。自然科
学の定式化された枠組みは、それらの差異を少なくするが、同時に現場では行動の多様性が豊かにみられること
が明らかになった。

研究成果の概要（英文）：How do the professional zoologists communicate with animals as their 
research objects in their laboratories and outdoor fields? If you have a question like this, you are
 in front of the door that is inspiring and introducing you our new anthropological field, we 
neologize as "anthro-zoolography." On this study, we can classify various ontological actors into 
three categories; (a) Animals, (b) Zoologists, and (c) Researchers of cultural anthropology. In 
short, even zoologists objectify animals as research objects, at the same time they also subject-ify
 (to turn animals into subjects as actors) for understanding natural phenomenon via anthropomorphism
 theriophily and so on. Through these cognitive process, we can find out research diversities 
depending on historical, cultural, and social differences. Our research outcomes are showed as 
research papers and our own web pages.

研究分野：文化人類学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（1）動物の主体性と客体性：人間と動物の
関係に関する自然科学研究においては、動物
は客体化され分析される対象でしかない。他
方、動物を取り込む人間福祉（例：コンパニ
オンアニマルにおけるケア）では主体性をも
つ動物であると見なされ、また同時に人間に
対してケア効果をもつエージェンシー（行為
主体性）として認められている。またそれぞ
れの動物が客体あるいは主体として認めら
れようと、現在の日本の大学や研究機関では、
動物の愛護及び管理に関する法律と、それに
もとづく、それぞれの実験動物等の取扱の倫
理規定で定められている。しかしながら、こ
れらのことを総合的に文化人類学の見地か
らきちんと解説した研究は皆無であった。そ
れは次の（2）で指摘する日本における哲学
的な思考の訓練の欠如にも関連する。 
 
（2）科学研究の文脈における人間と動物の
関係に関する知見の欠如：日本でアニマル・
ウェルフェアの思想が欧米に比べて遅れた
のは、日本の研究者において、動物の主体性
／客体性に関する哲学的および思想的考察
をする知識的枠組みが整理されていないこ
とが考えられる。医学教育や生物学教育にお
いて実験に供される「動物の命」が人間にと
ってどのような哲学的倫理的意味をもつの
かについて十全に教育されてきただろう
か？獣医学や動物ケア学、さらには、コンパ
ニオン・アニマルを使った人間へのケア研究
や教育の現場における、動物の思想史および
文化史について十分な教育があっただろう
か？そのような教育があれば（世界でもユニ
ークなものとされる）各実験動物施設での動
物慰霊祭への参列（Ikeda and Berthin 2015）
を、欧米やアジアからの留学生にきちんと日
本の同僚たる学生は伝えることができるだ
ろう。このような状況を改善すべく、基本的
知識の欠如について資料を収集し、文献を渉
猟し、そして適確に表現し、そして適切な教
材を提供すべきである。この研究を始める前
にはそのような動機が背景にあった。 
 
２．研究の目的 
（1）この研究は、日本の大学および行政な
いしは研究機関に属する哺乳類動物学者に
関する科学人類学的な調査をおこない民族
誌（ethnography）を作成する研究である。 
 
（2）具体的には「動物」の範疇を哺乳類に
限定した、哺乳類と哺乳類動物研究者と人類
学者の三者に関する存在論的な位相を明ら
かにすることを目的とする［図２．参照］。 
 
３．研究の方法 
（1）この研究の方法は、次の３つの観察を
おこない質的方法論により記述するもので
ある。その３つの方法は以下のとおりであ
る。：（a）動物の観察や実験等をおこなう動

物学者の観点から観察する。（b）動物学者の
振る舞いや行動を人類学的に人間観察する。
（c）｛動物の観察や実験等をおこなう動物学
者｝を観察する人類学者を、人類学者自身が
観想を通して客体化／客観化するという布
置から構成される３者関係から三角測量
（triangulation）的考察をおこなう。 
 
（2）研究ジャンルとしては､広義の人間動物
学（anthrozoology）(Herzog 2011)すなわち
「人間と動物のあいだの関係についての研
究（the study of the relationships between 
humans and animals）」と定義される。言い
換えると人間と動物の研究（human-animal 
studies, HAS）という研究領域に属するもの
である。エソロジー研究までを守備範囲にい
れたこの研究を情動＝行動＝認識に関する
記述法（ethnos-graphy）と呼び、人類学の
民族誌を補完すべき方法論の開発を目論見
む。［図１．参照］ 

 
４．研究成果 
（1）研究分担者の大舘の指摘により、研究
代表者の池田が想定している「動物」の概念
の範疇が大きすぎるとの視点から、少なくと
も、本研究における動物には、植物に対峙す
る動物という大きな範疇は採用しないこと
を決め、また虫、魚、鳥とは峻別される哺乳
類をそれに相当させるとした。またホモ・サ
ピエンスと進化的に類縁関係にある霊長類
をも含めないこととした［図２．参照］。哺
乳類を研究する動物学者の対他認識として、
サイズの問題は重要であるために、大型哺乳



類動物研究者への照会が必要となり、研究初
年度は佐藤が研究協力者として参与した。つ
ぎに、動物学者の範疇であるが、実験動物を
使って生物科学の領域を研究する生理学、生
化学などの範疇が抽出されたが、それは本研
究の対象には入れなかった。このことについ
ては池田らの研究がすでに行ったからであ
る（池田 2008）。 
 
（2）次に（上掲の哺乳類の）動物そのもの
を研究対象にする、動物生態学、動物行動学、
動物心理学などの研究ジャンルがあり、これ
らを本研究の中心的な対象とした。しかしな
がら、研究の後半になり、これまでの調査で
は、生きている動物とその死骸遺物の間に研
究者は大きな峻別をしないことが明らかに
なったので、（a-1）現存動物、の概念範疇を
拡大し、（a-2）想像上の動物、やかつて存在
した化石恐竜などの（a-3）現存しない動物、
という範疇を拡大した。また、動物をさまざ
まに観察する「動物学者」の範疇を拡張した。
その理由は、その動物から得られる想像力に
依存する研究をおこなっている学者がいる
ことであり、具体的には、聖書学等の古典学
者や SF 作家、考古学者や古生物学なども含
めることとした。これは（1）の聞き取りの
対象の動物の範疇を哺乳類とする限定化さ
れた方法論とは対比的であるが、研究の必要
上そのような措置をとった。 
 
（3）研究の方法に関してつねに反省的な考
察を怠らず、（a）動物、（b）動物学者、（c）
人類学者３つの存在論的な位相の再確認を
研究期間の間に何度もおこなった。そこから
動物、動物学者、人類学者の間の関係には、
「観察・捕獲・実験」「観察」「参与観察」「聞
き取り」「データの提供」をめぐって、それ
ぞれ、以下のような組み合わせのやり取り／
働きかけがあることがわかる：（a）→（b）
→（c）→（a）には、それぞれ「データの提
供」「データの提供」「観察・参与観察」が、
（a）→（c）→（b）→（a）にはそれぞれ、
「データの提供」「観察・聞き取り」「観察・
捕獲・実験」という流れがある。これをフラ
ンス社会学あるいは文化人類学の学術用語
である「互酬制（reciprocity）」からヒント
を得て、制度ではなく性質なので制を性に換
えて、私たちは「実践と情報の互酬性と名づ
けた」［図１．参照］。以下は、以上の結果に
たどり着いた道筋を示す、これまでの研究の
ロードマップである。 
 
（4）2014 年度：研究代表者の池田と分担者
の大舘は、THE 4th INTERNATIONAL SYMPOSIUM 
ON ASIAN VERTEBRATE SPECIES DIVERSITY 
(18-20th,December,2014: University of 
Malaya, Kuala Lumpur, Malaysia)に参加す
ると同時に、マラヤ大学の生態学フィールド
ステーション（Ulu Gombak Field Research 
Center）にて、野外状況における脊椎動物学

者の研究資料の採集行動について観察する
ことができた。池田は、研究協力者であった
佐藤が通常行っているヒグマの生態調査に
関する基礎インタビューを通して、ヒグマ動
物学者に関する論文生産の有り方について
資料収集した。池田はさらに佐渡島の「佐渡
トキ保護センター」を訪問して、地元の保護
活動NPOボランティアに面接調査をおこなっ
た。また物理学における対称性／非対称性の
原理から、本調査実証研究に関する比較理論
研究をおこなった。大舘は、第 62 回日本生
態学会（2015.03.18-22,鹿児島大学）に参加
して集団遺伝学のサーキット理論や定向進
化に関する知見を収集した。分担者の田所は、
総合地球環境学研究所での国際シンポジウ
ム(The Locality of “Health”: Traditional/ 
Folk Medicine, People’s Health and the 
Environment)において、パンダヌス食性の人
類生態学的知見について研究発表をおこな
った 
 
（5）2015 年度：池田光穂は、犬と人間の相
互作用が構成する環境世界（Unwelt）という
観点から生物の共進化を促進するための育
種過程（breeding process）の要因に関して、
文化という非遺伝的な影響について考察し
た。その成果を、日本文化人類学会、大阪大
学芸術と科学の融合研究会、ヒトと動物の関
係学会等で発表した。また動物殺しという観
点から、人間の同種間殺害、とりわけ嬰児殺
し（infanticide）と高齢者殺害＝老人殺し
（gerontocide）に関する民族誌データを比
較して、狩猟動物や家畜の殺害行為との共通
点と相違点を明らかにした。さらに池田は
2016 年 2月、研究分担者である大舘智志のタ
ンザニア西南部のンジョンベ地域における
スンクス属の採集旅行に同行し、モロゴロ農
業大学の害獣動物駆除研究のエキスパート
の研究交流に参加した。それに先立ち、大舘
は 2015 年 12月にタイのチュラロンコン大学
でおこなわれた The 5th international 
Symposium on Asian Vertebrate species 
Diversity (JSPS Core-To-Core Program)に
おいて、住家性ジャコウネズミの研究におけ
る系統地理学的分析の調査研究（一部）を発
表した。またその際に、アジアにおける爬虫
類や鳥類の研究者と情報交換をおこなった。
研究分担者の田所は、池田と連絡をとりつつ、
これまで収集してきたパプアニューギニア
山地民社会の人間と動物との関係に関する
データの整理・分析を進め、関連する文献研
究を行った。その際に、人間による動物への
まなざしについて、ニューギニア山地民と動
物行動学者とのあいだにある共通点と差異
について検討した。2015（平成 27）年度成果
の総論として、昨 2014 年度に引き続き、人
間と動物の多様な相互関係に関する資料収
集と分析に努めた。 
 
 



（6）2016 年度：池田は「動物としての人間」
という観点から人間の嬰児殺しと老人虐待
について進化生物学の成果を利用しながら
研究論文を作成した。その際には、前年度の
大舘と訪れたタンザニアのミクミ自然保護
区での動物観察の資料を利用した。また引き
続き人間と犬の関係、とりわけ共進化につい
て検討を継続した。大舘は、小型哺乳類のト
ガリネズミ類の国際集会に招待講演者とし
て登壇した。その際に、トガリネズミ類に関
する民話や現地の宗教が、殺傷を伴うサンプ
リングに関する生命倫理規範についての文
化相対主義を各地の研究者が持っているこ
とを確認している。田所（2016）は、これま
での資料収集したデータ分析の途上で明ら
かになったことを中国における鵜飼の著作
（卯田 2014）を詳細に分析し、学術論文に
投稿受理された。 
 
（7）［概要］研究の枠組みでは動物は客体化
され分析される対象であり、動物を取り込む
人間福祉では動物は主体性をもつ。諸法令と
倫理規定で取扱は定められているが動物が
客体あるいは主体であるかは不問とされる。
動物を研究する動物学者が現場においてそ
れぞれがアクターとしてどのように振る舞
いまた主客の区分をすることが研究上重要
になる。これは動物学者が内省的に記述する
他に人類学者による参与観察を必要とする。
本研究者たちは、動物を研究したり、動物を
研究する動物学者を研究することを通して、
それぞれの存在論的なアクターのあり方を
描写することを試みてきた。その結果、本研
究者たちがいう「実践と情報の互酬性」の構
造が明らかになった［図１．参照］。 
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